
令和 4年度（2022 年度） 

京都市立芸術大学大学院音楽研究科博士（後期）課程入学試験問題  語学（実技系・英語） 

 

１． 次の文章を日本語に訳しなさい。 

 

 
 
 
 
 

この問題は著作権法上の関係により，出典のみを記載しています。 

 
 
 
 
  
 
出典：Susan McClary, Conventional Wisdom: The Content of Musical Form, Berkeley, California: University 
of California Press, 2009, p.63. （一部改変） 
 

２． 次の文章内の下線部について、著者がこのように書いた理由を、文中で使われている例を用いながら日本語で

説明しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 
 

この問題は著作権法上の関係により，出典のみを記載しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  



 
出典：Mark Katz, Capturing Sound: How Technology Has Changed Music, Berkeley, California: University of 
California Press, 2010, p. 53-54. 
 

 







令和４年度（２０２２年度） 

京都市立芸術大学大学院音楽研究科博士（後期）課程入学試験問題 

外国語（実技系・伊語） 

 
１．次の文章の下線部を日本語に訳しなさい。 

 
 
 
 
 
 
 

この問題は著作権法上の関係により，出典のみを記載しています。 
 
 
 
 
 
 
 

(Franco Brioschi e Costanzo Di Girolamo, Manuale di letteratura italiana: storia per generi e 

problemi, dai Cinquecento alla metà del Settecento, Torino, Bollati Boringhieri, 1994, p. 865.) 

 

２．次の文章全体を日本語に訳しなさい。 

 
 
 

この問題は著作権法上の関係により，出典のみを記載しています。 
 
 
 

(Le Guide Mondadori, Roma, Milano, Mondadori, 2003, p. 36.) 

 

＊１，２とも、書誌情報は訳す必要はありません。 
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